
 

 

 

１ 兵庫県内経済指標 

2020 年 4 月、改正新型インフルエンザ等対策特別措置法に基づく緊急事態宣言が発出された。飲

食店などの休業要請などが発出され、不要不急の経済活動を除く多くの経済活動が停止した。2023 年

5 月、新型コロナウイルスが感染症法上の 5 類に引き下げられ、日常生活もコロナ禍前に戻りつつある。 

経済指標から見た兵庫県経済の動きについて景気動向、生産、雇用などの動きをまとめた。コロナ

禍前(2019 年)と現在（2023 年）の年次データで比較するとＧＤＰ(実質 106.8)は上回っているものの、生

産(89.3)、所得(97.9)、消費(93.0)はコロナ禍前の水準まで戻っていない。(表１) 

 

 

２ 経済：兵庫県内総生産 

県内の経済活動の包括的経済指標である兵庫県内総生産(ＧＤＰ)は、実質(2015 年連鎖価格)で

2022(暦)年は、23 兆 2,922 億円（前年度比 4.1％増）、名目で同 22 兆 6,273 億円（同 1.6％増）である。   

2022 年県内ＧＤＰは、コロナ禍前(2019 暦年)比で実質は 1 兆 493 億円増、名目は 2,988 億円増であ

り、実質値、名目値ともコロナ禍前（2019 年）の水準に回復した。（表２） 

 

 

３ 景気（現況）：兵庫県景気動向指数(一致指数) 

景気の現況の月次指標である景気総合指数（CI）一致指数を見ると、最初の緊急事態宣言が発出さ

れた直後(2020 年 5 月)は、リーマンショック後(景気の谷：2009 年 5 月 77.3）と同水準(同 79.1)まで落ち

表1　コロナ禍前後の主な経済指標(暦年）の推移

分野 項目 単位等 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年 23年/19年 出所

コロナ前 コロナ禍 直近年 コロナ前比

1 経済 県内総生産(実質）※ 億円 222,429 214,520 223,791 232,922 237,462 106.8 県民経済計算

2 経済 県内総生産(名目）※ 億円 223,285 217,622 222,652 226,273 237,109 106.2 県民経済計算

3 生産 鉱工業生産指数 15年=100 104.1 94.0 95.1 95.0 93.0 89.3 県鉱工業指数

4 所得 県民雇用者報酬(実質)※ 億円 118,182 115,392 118,081 116,048 115,741 97.9 県民経済計算

5 消費 地域別消費総合指数※ 12年=100 105.1 98.4 96.4 98.0 97.8 93.0 内閣府「RDEI」

6 雇用 常用雇用指数 20年=100 99.5 100.0 98.9 98.5 98.1 98.6 県毎月勤労統計

7 物価 消費者物価指数 20年=100 99.3 100.0 99.3 101.3 104.7 105.4 総務省「CPI」

(参考）緊急事態宣言：2020年4～5月、2021年4～6月、8～9月、まん延防止措置2021年4月、6～7月、8月、2022年1～3月

(注）※2023暦年値：速報値(2023年1-9月)＋2023年10-12月推計値(県2022年10-12月×国1次QEの対前期比増減率)

(注）※地域別消費総合指数2023年値：2023年1-9月平均

表２　ＧＤＰ（全国・兵庫県）の年次（暦年）推移 （単位：億円）
2019年 2020年 2021年 2022年 2023年 23年/19年

コロナ前 コロナ禍 直近年※ コロナ前比

全　国 名目GDP 5,579,108 5,398,082 5,525,714 5,597,101 5,914,820 106.0
0.2 ▲ 3.2 2.4 1.3 5.7 －

実質GDP 5,524,354 5,296,211 5,431,758 5,483,755 5,587,156 101.1
2015連鎖 ▲ 0.4 ▲ 4.1 2.6 1.0 1.9 －

兵庫県 名目GDP 223,285 217,622 222,652 226,273 237,109 106.2
0.5 ▲ 2.5 2.3 1.6 4.8 －

実質GDP 222,429 214,520 223,791 232,922 237,462 106.8
2015連鎖 0.1 ▲ 3.6 4.3 4.1 1.9 －

(出所)内閣府「国民経済計算」、「四半期別GDP速報」(2024年2月15日)

      　兵庫県「兵庫県民経済計算」「四半期別兵庫県内GDP速報(兵庫QE)」(2023年12月）
(注）※2023年県GDP：23年1-9月(県QE）＋23年10-12月(県QE 22年10-12月×国QE 23年10-12月の対前同期比増減率)
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込んだ。その後、緊急事態宣言発出など長引くコロナ禍での生産活動の一進一退もあり「横ばい」局面

が続き、2022 年 11 月(同 92.5)まで回復した。社会活動が徐々に正常化に向かう中、低下傾向が続き、

2023 年 12 月(同 86.2)は「下げ止まり」を示している。（図１） 

 

 

４ 景気(先行き)：兵庫 CLI（景気先行指数） 

景気の先行きをあらわす兵庫 CLI（景気先行指数）は、兵庫 CI 個別指標（鉱工業製品在庫率指数、

新規求人数、企業倒産件数）により推計している。兵庫 CLI は、2020 年 6 月(96.10)に谷、2021 年 5 月

(100.74)に山を示したが、2021年に入り緊急事態宣言の再発出もあり再び悪化となった。2022年2月か

ら改善に向かい、2023 年 1 月から再び悪化した。その後、一進一退が続き、2023 年 12 月兵庫 CLI

（99.70）の先行トレンド(2024 年 2 月～3 月頃）は、「悪化」を示している。（図２） 

 
 

５ 生産：兵庫県鉱工業指数 

製造業の生産活動をあらわす県鉱工業生産指数は、コロナ禍前(2019 年平均 104.1)から 2020 年 5

月（生産指数(季節調整済) 86.7、前年同月比▲16.9％）に急速に低下し、その後、上昇したが 2023 年

平均(93.0)は、2019 年比▲10.7％でコロナ禍前を下回っている。主要 9 業種について 2023 年平均(直

近年)とコロナ禍前（2019 年平均）と比較すると、化学工業（2023 年 148.6）、汎用・業務用機械工業（同

113.2)が上回り、鉄鋼・非鉄金属工業(同 72.9)、生産用機械工業(同 85.3)などで下回っている。(表３) 
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６ 消費：兵庫県消費総合指数 

県内の消費支出の推移を内閣府「兵庫県消費総合指数」で見ると、2019 年 10 月消費税率引き上げ

の駆け込み消費があった 2019 年 9 月（102.3）をピークに低下した後、消費増税の影響で一時減少し

た。  

その後、コロナでの自粛や行動制限により個人消費が減少した。緊急事態宣言が発出された 4 月か

ら 5 月(87.7)に急速に低下した。その後、緩やかな回復が続いているが、2023 年 9 月(98.0)であり、コロ

ナ禍前(2019 年 9 月 102.3)の水準まで回復していない。(図 3) 

 

 

７ 雇用：兵庫県常用雇用指数 

雇用の動きを県常用雇用指数(事業所規模30人以上)で見ると、2021年8月(98.2)に低下、その後横

ばい傾向で 2023 年 12 月(98.5)は、コロナ禍前(2020 年 1 月 100.9)を下回っている。主要 3 業種の推移

を見ると、非正規労働者比率の高い卸売・小売業(2023 年 12 月 100.0)は、雇用調整助成金などの活用、

医療福祉（同 100.1）はコロナ対策の特需により一時的に増加したが、低下傾向にある。製造業（同 95.6）

は一時的な低下があり、その後持ち直したものの、横ばい傾向が続いている。(図４) 

表３ 兵庫県鉱工業指数（業種別：主要9業種）の推移(2015年=100）

2019年 2020年 2021年 2022年 2023年 2023年 景気の谷

平均 平均 平均 平均 平均 2019年比 20年5月

鉱工業 10,000 104.1 94.0 95.1 95.0 93.0 ▲ 10.7 86.7

1 生産用機械工業 826.6 97.7 76.6 95.6 101.6 85.3 ▲ 12.7 63.9

2 汎用・業務用機械工業 819.1 121.3 120.5 116.2 117.1 113.2 ▲ 6.7 109.7

3 輸送機械工業 975.2 130.6 110.6 94.9 100.9 107.0 ▲ 18.1 78.6

4 電気・情報通信機械工業 1,583.2 95.7 84.3 81.6 76.5 80.1 ▲ 16.3 82.2

5 化学工業 1,194.6 138.6 121.3 127.3 130.7 148.6 7.2 125.3

6 鉄鋼・非鉄金属工業 981.4 90.0 72.9 83.5 76.1 72.9 ▲ 19.0 60.8

7 窯業・土石製品工業 269.9 93.0 101.8 104.4 105.8 79.6 ▲ 14.4 97.6

8 食料品工業 1,092.9 92.3 91.9 92.0 90.9 87.7 ▲ 5.0 88.7

9 金属製品工業 778.4 93.9 83.6 72.6 79.9 65.4 ▲ 30.4 80.8

(出所）兵庫県統計課「兵庫県鉱工業指数」
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８ まとめ 

新型コロナウイルス感染症が世界で猛威を振るい、感染者数の増加に伴い、不要不急の経済活動を

除く多くの経済活動が停止によるマイナスの影響があった。テレワーク利用によるパソコン及び関連用

品増加やコロナ感染予防等の医療関係業種について特需によるプラスの影響があった。兵庫県立大

学地域経済指標研究会(兵庫県、兵庫県立大学)がコロナ禍の経済的影響に関連する事項についてま

とめた。コロナ禍後の経済の動きは、関連する経済指標を注視する必要がある。(表４) 

 

 

今回利用したデータは、次のホームページで確認できます。ご活用ください。 

(1) 兵庫県 県政情報・統計(経済統計) 県民経済計算、景気動向指数、鉱工業指数 

https://web.pref.hyogo.lg.jp/stat/cate2_708.html 

(2)兵庫県 県政情報・統計(労働・賃金統計) 毎月勤労統計 

  https://web.pref.hyogo.lg.jp/stat/cate2_705.html 

(3)兵庫県立大学政策科学研究所(兵庫県との連携) https://ips-u-hyogo.jp/archives/242 

(4)関西学院大学産業研究所(兵庫県との連携)「兵庫 CLI（景気先行指数）」 

 http://192.218.163.168/HYOGO-CLI/  

(5)内閣府地域別支出総合指数（RDEI）  

 https://www5.cao.go.jp/keizai3/chiiki/rdei/menu.html 
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年月

表４ コロナ禍における分野別経済的影響

区分 項目 内　　容

供給（生産） 財 医療、テレワーク需要増加

サービス 飲食、宿泊サービス等消費減少

所得（分配） 雇用 休業者、失業者増加

可処分所得 時間外手当、賞与等減少

需要（支出） 消費 サービス消費減少、医療サービス一時的抑制

投資 ＩＴデジタル投資増加、海外投資減少

外需 サービス輸出（インバウンド消費）減少

(出所)兵庫県立大学地域経済指標研究会(兵庫県・兵庫県立大学）資料(2023)


